
「あったかい言葉かけ県民運動」に西濃管内から応募いただいた

作品より紹介させていただきます。
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西濃に広がる

あったかい

言葉かけ

るすかていからかえるとちゅう、妹

がころんでしまいました。そしたら、

近くにいた４年生の人が「大じょうぶ

ですか。」とこえをかけてくれました。

じぶんはころんでないけど、なんだ

かうれしかったです。

ぼくは、プリントが配られた時、「どう

ぞ。」と言ってわたしています。今日、ひ

びきさんに「どうぞ。」とプリントをわたす

と「ありがとう。」と言ってくれました。ぼく

はうれしくなって、また「どうぞ。」と言い

たいなと思いました。そして、友だちをう

れしくできる「ありがとう」の言葉をぼくも

まねしたいなと思いました。

はじめてしょうがっこうへいくとき、とても

どきどきしました。ぼくのおにいちゃん

が、「ぼくがいるからだいじょうぶ」といっ

てくれて、とってもあんしんしました。

水泳の学習で、私が泳いでいるときに「がん

ばれ！」「あとちょっと！」おうえんしてくれたの

で、とても勇気がでました。また、「もっと上を

見て！」「こうするといいよ！」などアドバイス

をしてくれたり、教えてくれたりしてとても私の

ことを思って親切にしてくれているのが分かり

ました。すごくうれしかったです。私も二人のよ

うに親切な人になりたいです。

ぼくがバスケの試合で負けて泣いて

いる時、友だちが「一緒に強くなろう」と

声をかけてくれました。その日から毎日

練習して試合でも勝てるようになりまし

た。ぼくを強くしてくれたのはその友だ

ちです。今度はぼくが友だちを支えてあ

げたいです。

自分はすぐにあきらめたり「無理」

と言ってしまいます。そんなとき母が

「ネバーギブアップ！」という本を借り

てきて、それ以来家の中でネバーギブ

アップという言葉を言うようになり、そ

れから母が「ネバーギブアップ」と何回

も言うようになりました。これからネ

バーギブアップで、いろんなことにチャ

レンジしたいです。

今年も「あったかい言葉かけ県民運

動」へのたくさんの応募を頂きました。

これから寒くなりますが、心だけは

あったかい言葉を感じて過ごしていきた

いですね。


